
 

 

 

 

鳥インフルエンザ発生農場での鶏卵の生産再開を知事へ報告 

 

  昨年 10 月に鳥インフルエンザが発生した大田市の養鶏場が、再発防止対策を終え、

卵の生産を再開されたことを知事に報告します。 

 あわせて、今後の発生に備え、島根県養鶏協会と島根県の間で「防疫作業員の派遣」 

と「防疫物資の調達」に関する防疫協定を締結したことを紹介します。 

 

記 

 

1 日時： 令和７年３月２５日（火）10:00～10:30 

 

2 場所： 島根県庁３０１会議室 

 

3 出席者 

     (有)旭養鶏舎  会 長 

     島根県養鶏協会 会 長    竹下 正幸 氏 

             副会長    山本 廣達 氏 

             副会長    福田 賢治 氏 

副会長    森脇  誠   氏 

     島根県     知 事    丸山 達也 

             農林水産部長 野村 良太 

        

4 内 容 

（1） 鶏卵生産再開の報告（これまでの対応経過の説明） 

（2） 防疫協定の紹介 

（3） 写真撮影 

 

5   防疫協定の概要 

  （1） 防疫業務支援に関する協定 

       鳥インフルエンザ発生時の殺処分作業等へ養鶏場従業員を防疫作業員 

       として派遣 

   （2） 物資の供給に関する協定 

       鳥インフルエンザ発生時に緊急的に資材が必要になった場合の物資供給 

令和７年３月２１日（金）  
島根県農林水産部畜産課 

担当者：高橋 藤原 

TEL：0852-22-5827 


